
お手玉をつくろう

③ ②でぬった糸を引っぱって、口を閉じ、
糸を3周巻きつけます

⑥ 布の表と裏をひっくり返し、袋の上から1センチぐらいの
ところを、1周なみぬいします

あずきのほかに、
じゅずだまや
お米も使えます

あずきのほかに、
じゅずだまや
お米も使えます

⑦ ぬい目から2センチくらい下まで
あずき（中身）を入れます

⑧ ぬいしろを内側におりこみながら
糸を引っぱって、袋の口を閉じます

⑨ 口の部分にしっかり針を通します
糸が交差するように、針を通し、
しっかりと玉どめします

こんな形になりますこんな形になります
かたちかたち

⑤ 糸を玉止めし、
　  あまった糸を切ります

3周

1

2

④ 巻きつけた部分を
　  糸が交差するように、
 針を通します。

2
1

2センチ
　　くらい

完成！完成！

筒状に
なります
筒状に
なります

生地の裏側生地の裏側
きき じじ うらうらがわがわ

1センチくらい

つつじょうつつじょう

つくりかた

絵がら側絵がら側
ええ がわがわ

1センチくらい

② 上のはしから1センチ
ぐらいのところを、ぐるりと
1周なみぬいします

こちら側はまだ
ぬいません

布は重ねてぬいません
はじめは「外側」から糸を入れ、
おわりも「外側」で玉どめします

17センチ

9
センチ

① 布をタテ9センチ×ヨコ17センチに切り、
裏側が外になるようにして半分におります。
左のはしから1センチくらいのところを
なみぬいし、あまった糸を切ります

て だま

江戸時代から昭和までさかんに遊ばれてきたお手玉。
お米を入れる「たわら」に似た形の、たわら型お手玉を作って遊びましょう。

え

こめ い に かたち がた

ど じ だい しょうわ あそ て だま

て だま つく あそ
用意するもの：
布、針、糸、あずきなど（中身）

よう

ぬの はり いと なか み

い

ぬの

うえ

がわ

ぬの かさ

そとがわ いと い

そとがわ たま
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き

いと

いと しゅう ま

ひ くち ま

いと
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たま ど

はり とお

こう さ

ぶ ぶん

しゅう

と

ぬの おもて うら

しゅう

かえ ふくろ うえ め した

こめ つか

なか み い

はじめは布の「内側」から針を入れ、
おわりは「外側」で玉どめします

うちがわ

そとがわ たま

はり いぬの

うち がわ

いと ひ ふくろ くち と
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いと こう さ はり とお
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ぶ ぶん はり とお


